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社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会

Established in 1950

本館改修にかかる経費

補正予算案を承認

耐
震
補
強
が
急
が
れ
て
い
た
協
会
本

館
（
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
校
舎
等
）

の
工
事
が
、
夏
休
み
終
了
直
前
の
８
月

31

日
に
無
事
完
了
し
た
。
前
年
度
に

新
館
（
点
字
出
版
所
と
点
字
図
書
館
が

入
居
）
の
耐
震
補
強
工
事
が
終
わ
っ
て

お
り
、
今
回
の
工
事
で
協
会
の
建
物
全

体
が
耐
震
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

懸
案
だ
っ
た
事
業
の
終
了
で
、
大
き
な

地
震
が
襲
っ
て
も
本
館
・
新
館
と
も
簡

単
に
は
倒
れ
な
い
構
造
と
な
り
、
ま
ず

は
一
安
心
だ
。

平
成
20
年
に
建
物
耐
震
診
断
を
実

施
し
た
際
に
、
耐
震
性
能
が
基
準
以
下

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
資
金

の
め
ど
や
施
工
時
期
の
検
討
な
ど
か
ら

新
館
は
24
年
度
、
本
館
は
25
年
度
に

実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

今
回
の
本
館
工
事
は
安
全
性
と
短
期

工
事
を
最
優
先
に
し
た
。
安
全
性
は
も

ち
ろ
ん
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
視
覚
障
害

者
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
短
期
工
事

は
学
院
の
授
業
を
妨
げ
な
い
た
め
で
あ

る
。
こ
の
た
め
新
館
工
事
を
経
験
し
た
施

工
業
者
と
監
理
業
者
に
本
館
工
事
も
請
け

負
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
最
優
先
に
見
積
も

り
等
を
検
討
し
た
結
果
、
妥
当
と
判
断
。

２
社
と
契
約
を
交
わ
し
た
。

工
事
は
学
院
の
夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ

開
始
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
学
生
の
夏
休

み
補
講
が
避
け
ら
れ
ず
、
ま
ず
音
の
出
な

い
工
事
を
先
行
し
、
補
講
終
了
後
か
ら
壁

面
破
砕
な
ど
大
き
な
音
を
出
す
よ
う
に
工

程
表
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
隣
接
す
る

点
字
図
書
館
に
は
直
接
騒
音
が
届
く
た

め
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
は
相

当
我
慢
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
本
館
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
点
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
や
、
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ス
タ
ジ
オ
使
用
は
こ
の
間
取
り

や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

工
事
関
係
者
は
も
と
よ
り
協
会
に
出
入

り
す
る
多
く
の
方
た
ち
や
近
隣
住
民
の
方

た
ち
の
ご
協
力
で
、
工
事
は
工
期
内
に
終

了
し
、
２
学
期
始
業
式
の
９
月
２
日
か
ら

は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
授
業
が
始

ま
っ
た
。

本
館
も
耐
震
補
強
工
事
完
了

騒
音
・
安
全
に
配
慮
、
学
院
の
夏
休
み
に

平成25年度第３回理事会および第２回評議員会は12月13日開き、

本部・学院、点字出版所の補正予算案等の議題を承認した。本部・

学院の補正は本館耐震補強工事に関するもので、資金の移動等。点

字出版所は職員退職・採用にかかる人件費の補正が主だった。

６
月
か
ら
開
い
て
い
た
点
字

図
書
館
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
は
、
10
月
８
日
に

閉
講
し
、
18
人
の
受
講
生
全
員

が
修
了
し
た
。
現
在
は
個
別
指

導
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
力
量
を
見
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
を

開
始
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
予
備
軍
の
中

に
は
早
く
も
「
点
訳
以
外
に
も

こ
こ
の
図
書
館
は
、
い
ろ
ん
な

活
動
で
き
そ
う
で
、
と
て
も
楽

し
み
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
人

も
現
れ
て
い
る
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

18
人
が
修
了

点
字
出
版
所
人
事

採
用
・
９
月
１
日
＝
布
施
郁
美

（
編
集
課
）

退
職
・
９
月

30

日

＝
林

育
子

（
編
集
課
）
、
桑
山
裕
司
（
録
音

課
）
▽

12

月

31

日
＝
馬
場
敏

（
総

務

課
・
盲

人

用

具

セ

ン

タ
ー
）
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第63回ヘレン・ケラー記念音

楽コンクール（株式会社ナチュ

ラリープラス特別協賛、トッパ

ンホール会場協力、毎日新聞

社、毎日新聞社会事業団、点字

毎日など後援）が11月16日、

トッパンホール(東京都文京区)

で開催され、器楽、声楽の２部

門に、13都道府県21校の児童・

生徒・学生ら65人が出場した。

今年はギター、クラリネット、

フルート、ドラム、箏など様々

な楽器に挑戦する出演者が多い

なか、箏曲「千鳥の曲」を演奏

した三浦紗耶さん（東京都立文

京盲・高２）が、その他の楽器

の部で見事１位を獲得した＝写

真上。箏による１位入賞は45回

開催の澤村祐司さん以来18年ぶ

りだった。

特別演奏は、桐朋学園大４年

に在学する宮川奈々、市橋杏子

さんによるドビュッシーの｢バイ

オリンソナタト短調｣など２曲を

披露し、会場を魅了した。

審査にあたった和波孝、武

久源造、淡野弓子、梅津時比古

の各先生は「今年は多方面にわ

たる演奏で、とても楽しかっ

た。昨年から引き続き参加して

いる方は、今年はさらに一段と

良くなっていました。今後も皆

さんの成長を楽しく見守ってい

きたいと思います」と出場者を

称賛した。なお、最も感銘を与

えた演奏に贈られるヘレン・ケ

ラー賞は、昨年に続き該当なし

に終わった。

入賞した方々（敬称略、数字は学年）

【ピアノ１部】１位＝渡邊千優（筑波大付属視覚特別支

援・小３）、２位＝竹内大輝（筑波大付属視覚特別支援・

小３）、３位＝小原檀（東京都立葛飾盲・小１）、奨励賞

＝古田土明弥（筑波大付属視覚特別支援・小３）

【ピアノ２部】１位、２位＝該当者なし、３位＝松野鉄馬

（福島県相馬市立中村第二・小５）、奨励賞＝吉田智空

（横浜市立盲特別支援・小６）

【ピアノ３部】１位＝田中綾乃（石川県立盲・中１）、２

位＝鈴木元気（北海道函館盲・中２）、３位＝武井勇樹

（千葉県立千葉盲・中２）、奨励賞＝岩月かほり（愛知県

立名古屋盲・中１）、水野隆（筑波大付属視覚特別支援・

中３）

【ピアノ４部】１位＝齋藤玲奈（桐朋学園音楽学部・大

１）、２位＝該当者なし、３位＝緑川秀太（福島県立盲・

高２）、佐伯遥（大阪府立視覚支援・高３）

【弦楽器の部】該当者なし

【その他の楽器の部】１位＝三浦紗耶（箏演奏 東京都立

文京盲・高２）、２位＝該当者なし、奨励賞＝川添ミユ

（フルート演奏 東京都立久我山青光学園・中１）

【創作・編曲の部】１位＝鈴木元気（創作演奏 北海道函

館盲・中２）、２位＝佐藤翔（創作演奏 筑波大付属視覚

特別支援・小５）、３位＝該当者なし、奨励賞＝川崎春香

（創作演奏 新潟県立新潟盲・小６）

【独唱１部】該当者なし

【独唱２部】１位＝辻本実里（大阪府立視覚支援・高

１）、２位＝宇木素裕（東京都立文京盲・高２）、３位＝

上村龍夏（大阪府立視覚支援・高２）、吉野優（東京都立

文京盲・高２）

【重唱・合唱の部】１位＝筑波大付属視覚特別支援小学部

（小５）、２位＝筑波大付属視覚特別支援中学部合唱・合

奏部（中１・中２・中３）、３位＝ヘレン・ケラー学院

（専１・専２・専３）

63回ヘレン・ケラー記念音コン その他の楽器の部１位

ド
ラ
ム
を
軽
快
に
た
た
く
佐
藤
翔
君

18年ぶり箏曲 三浦さんに
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第21回（2013年度）「ヘレンケラー・サリバン賞」受賞者

は、1998年の発行以来版を重ねている『点字・点訳基本入門』

の著者で、点字製版のオーソリティである日本点字委員会（日

点委）事務局長の當山啓さん(66)に決定した。

當山さんは地元愛知県豊橋市にある県立高校のボランティア

サークルで、点字カレンダーの印刷を手伝ったのが縁で点字を

読めるようになり、大学に入学してから日本点字図書館（日

点）の点訳通信講座を受講。大学３年になると、点訳奉仕者と

して点字書を日点に納めるまでになり、それが縁で同大卒業後

日点に就職した。

1976年から日本点字委員会（日点委）の事務局員になり、

1990年からは全盲の阿佐博会長・直居鐵事務局長の下で、運営

実務を一手に引き受け、点字表記体系の整備に尽力。2002年か

らは名実共に事務局長として現在に至っている。

一方、全自動製版機「ブレイルシャトル」の開発にあたって

は、使用者の立場から数々の注文をつけて製品化に道筋をつ

け、京都からなかなか修理に来ない製造元に代わって、ボラン

ティアとして都内にある点字出版所の「ブレイルシャトル」の

修理を行った。

『点字ジャーナル』の元編集長で、日点委の前会長である阿

佐博氏は「當山さんは点字製版士として日本で五指に入る人で

す。地元での点訳ボランティアの養成も昔から熱心にやってい

ました」とその点訳能力の高さと地域の点訳ボランティア養成

などの活躍を高く評価している。

贈賞式は、10月２日に当協会で行われ、本賞（賞状）と副賞

として、ヘレン・ケラー女史の直筆のサインを刻印したクリス

タル・トロフィーが贈られた。

第21回ヘレンケラー・サリバン賞

日点委事務局長 當山啓氏

第
39
回
点
字
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
親
会
は
点
字

の
日
の
11
月
１
日
、
協
会
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

三
浦
拓
也
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
石
原
尚
樹
点
字

図
書
館
長
が
、
こ
の
１
年
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
情
勢

や
、
今
年
度
の
点
字
図
書
館
の
事
業
テ
ー
マ
「
行
動
す

る
点
字
図
書
館
へ
」
に
つ
い
て
説
明
し
理
解
を
求
め

た
。
例
年
、
５
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
く
だ

さ
る
方
に
贈
っ
て
い
る
感
謝
状
は
、
今
年
は
該
当
者
が

い
な
か
っ
た
。

特
別
講
演
は
講
談
師
の
宝
井
駿
之
介
さ
ん
。
点
字
の

日
に
ふ
さ
わ
し
い
演
し
物
と
し
て
「
日
本
点
字
の
父
・

石
川
倉
次
伝
」
の
一
席
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
。
１
時
間

に
わ
た
る
熱
演
に
参
加
者
た
ち
は
す
っ
か
り
聞
き
惚

れ
、
素
晴
ら
し
い
話
芸
を
堪
能
し
た
。

点
字
の
日
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
親
会

「
石
川
倉
次
伝
」
を
楽
し
む

三
浦
理
事
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
當
山
啓
さ
ん
（右
）
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初秋のサポートグッズフェア

視覚障害者向け機器・用具の展示会「サポートグッズフェ

ア2013」とヘレン・ケラー学院の「学院感謝DAY あん摩マッ

サージ指圧30分無料体験会」が９月７日、同時に開催され

た。今年は学院校舎の耐震補強工事のため開催時期を８月平

日から９月土曜日に変更したこと、連日の猛暑が一段落した

こともあり、「サポートグッズフェア」の来場者は約140人を

数え、会場の３階ホールは終始熱気に包まれた。出展企業・

団体は14。説明員は休憩時間を取る暇もないほど押し寄せる

来場者に「今年は凄すぎる」と圧倒されていた＝写真。

一方、あん摩マッサージ指圧30分無料体験会は、ヘレン・

ケラー学院の３年生10人が、２人の専任講師の指導のもと施

術。近隣の方やフェアの合間に来た来場者は、首や肩、腰の

こりをほぐしてもらい学生たちの日頃の成果を体験した。こ

ちらも順番待ちが出るほどの大盛況、終わってみれば76人も

の“患者さん”を診た学生たちは「気持ちよくなっていただ

き、やり甲斐がありました」と心地よい疲労に浸っていた。

学院感謝ＤＡＹもフルサービス

協
会
評
議
員

学
院
同
窓
会
会
長

愛
宕
洋
志
さ
ん
死
去

平
成
18

年
６
月
12

日

か
ら
東
京
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
協
会
の
評
議
員
を
務

め
て
こ
ら
れ
た
愛
宕
洋
志

（
お
た
ぎ
・
ひ
ろ
し
）
さ

ん
が
12

月
16

日
、
肺
が

ん
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
71
歳
。

愛
宕
さ
ん
は
昭
和
61

年
に
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学

院
あ
は
き
科
を
卒
業
さ

れ
、
平
成
17

年
６
月
26

日
か
ら
８
年
間
、
学
院
同

窓
会
会
長
を
務
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

猛暑一服 大盛況

社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会
〒169-0072

東京都新宿区大久保３－１４－２０

本部、ヘレン・ケラー学院
電話 ０３（３２００）０５２５

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８

点字図書館
電話 ０３（３２００）０９８７

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２

点字出版所、盲人用具センター、

海外盲人交流事業事務局
東京都新宿区大久保３－１４－４

電話 ０３（３２００）１３１０

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２

ホームページもご覧ください。
http://www.thka.jp/

学院１階に設置されている書庫

は、清掃道具や臨床実習で使用する

毛布や手ぬぐいのほか、過去の試験

問題やコピー用紙などの事務用品な

どが無造作に積み重なっている状態

だった。また、庫内中央にあった家

庭用茶箪笥を文具用品等の収納庫と

して流用していたため、非常に狭く

て足場も悪く、学生１人で立ち入る

には危険であった。

そこで、堅牢なスチール書架や収

納キャビネットなどを新設すること

で収納レベルを上げ、学生が安全に

立ち入ることができるよう、新宿区

社会福祉協議会備品整備・施設整備

（株）日本財託助成金事業の交付を

受け、10月25日に設置を完了した。

なお、内装修繕は、耐震補強工事

と同時進行で実施。新設と併せて収

納ケースに必要物品を納め、一目で

わかるように工夫した。

社協助成金を受け

学院書庫内を改修


